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舎利弗の入滅をめ ぐる諸傳承について

岩 井 昌 悟

は じ め に 諸 傳 承 はみ な一 致 して?尊 の 二 大 弟 子 で あ る舎 利 弗 と目連 が 釋 尊 よ

りも先 に入 滅 した とす る.し か しそ れ が釋 尊 の入 滅 に先 立 つ こ と どれ ほ どで あ っ

た か は,諸 傳 承 が錯 綜 して い る た め 明確 に しが た い.本 稿 は 舎 利 弗 の 入 滅 の 時期

に關 して,如 何 な る情 報 が 存 在 し,何 れ の 情 報 が 何 れ の情 報 と食 い 違 い,そ れ ぞ

れ の 情 報 が どの よ う に關 連 し合 っ て い るか を明 確 に す るた め,諸 傳 承 を整 理 す る

こ とを 目的 とす る.

Saynyuttanikaya(SN)と 『雑 阿 含経 』 の傳 承SN 47-13(v・1.v,PP.161-163),SN

47-14(v・1.v,PP.163-165)と,そ の 封 應 経 で あ る 『雑 阿 含 纒 』638(大 正藏2,PP.176b-

177a),『 雑 阿含經 』639(大 正藏2,P.177a-b)が,も っ と も端 的 に?尊 の在 世 中 に舎

利 弗(及 び 目連)が 入 滅 した こ とを傳 えて い る.SN47-13と 『雑 阿 含 経 』638は,

Magadha國 のNalagamaka(摩 竭提那羅聚落)で 舎 利 弗 が入 滅 し,そ の知 らせ を もっ

てCunda(純 陀)沙 彌 が 舎 衛 城(『 雑 阿含経 』 は 「王舎城 ・迦 蘭 陀竹 園」 とす る)に

至 っ て?尊 に 報 告 し,釋 尊 が 阿 難 に 自燈 明 ・法 燈 明 を 説 く とい う も の で あ り,

SN47-14と 『雑 阿含 経 』639は,Vajji國 のUkkacelaの ガ ンガ ー河 の岸(雜 阿含経』

は 「摩偸羅 國 ・践陀羅 河側 ・傘蓋蕎 羅樹林 」 とす る)に お い て 諸 比 兵 に園 ま れ て 〔布

薩 に際 して〕 露 地 に 坐 って お られ た釋 尊 が,般 涅 槃 した ぼ か りの 舎 利 弗 と目連 を

悼 み,諸 比兵 に 自燈 明 ・法 燈 明 の 説 法 を す る とい う もの で あ る.

南 方 上 座 部 の見 解 しか しな が らパ ー リ の 「大 般 涅 槃 経 」(DN 15,Mahaparinibba-

na-s.)は,?尊 が 王 舎 城 を 出 發 してAmbalatthikaか らNalandaに 入 っ た 時 に,舎

利 弗 が 登 場 して獅 子 吼 す る1).こ のNalandaに お け る舎 利 弗 の 登 場 と上 記 のSNの

記 事 を關 連 づ け れ ぼ,舎 利 弗 の入 滅 は必 然 的 に?尊:が 王 舎 城 か ら最後 の 遊 行 に 出

發 して か らKusinaraで 入 滅 す る まで の 間 に位 置 づ け られ る こ と にな る.ま た?尊

がCunda沙 彌 か ら舎 利 弗 入滅 の 知 らせ を 受 け るの が舎 衛 城 で あ るた め(SN47-13),・

最 後 の 遊 行 の 途 上 で 釋 尊 は涅 槃 經 に 記 述 の な い舎 衛 城 に 滞 在 し な け れ ぼ な ら な

い.DN註(Sv)やSN註(Spk)は これ を 以下 の よ うに説 明す る.

420



(134) 舎利 弗の入滅をめ ぐる諸傳承 につ いて(岩 井)

釋 尊 がBeluva村 に お け る雨 安 居 の 間 に病 に か か る.っ つ い て釋 尊 は乞 食 の 爲 に

Vesaliに 入 り,そ れ か ら阿 難 をつ れ てCapala-cetiyaに 赴 く.svは この 「乞 食 の た、

め にVesaliに 入 っ た 」 い う聖 典 の 文 句 に っ い て,そ れ を 「Ukkacelaを 出 發 して

Vesaliに 入 っ た時 で あ る」 と し,そ れ につ いて 以 下 の よ うに詳 細 を述 べ る.

釋 尊 はBeluva村 で雨 安 居 され た後,舎 衛 城 に 赴 く.そ の時 舎 利 弗 は,主 要 弟子

が 佛 よ りも先 に 入 滅 す べ き こ と,さ ら に 自身 の 壽 命 が7日 で 盡 き る こ とを 知 る.

釋 尊 に最 後 の 別 れ を告 げ,侍 者 のCundaと 他 の500人 の 比兵 衆 を從 え てNalakag-

amaに 赴 き,母 親 を教 化 して預 流 に 導 き,病 にか か って 自身 の 生 まれ た 部 屋(jato-

varaka)で 入 滅 す る.Cundaは 舎 利 弗 の遺 骨 を舎 衛 城 に もた ら し,舎 利 弗 の入 滅 を

阿 難 と釋 尊 に傳 え る.釋 尊 はdhatucetiyaを 建 立 させ る.そ れ か ら釋 尊 は舎 衛 城 を

出 て 王 舎 城 に赴 き,そ こで 目連 が 入 滅 し,そ こ に 目連 のdhatucetiyaを 建 立 させ る

2)
.王 舎 城 か ら出 發 してUkkacelaの ガ ンガ ー の 岸邊 で舎 利 弗 ・目連 の 涅 槃 を悼 み,

Ukkacelaか ら出 發 してVesaliに 入 る3).

な お,SN47-14の 註 釋 に は舎 利 弗 の入 滅 をkattika月 の 満 月 の 日,目 連 の 入 滅 の

日 を そ れ か ら半 月 後 の 黒 分 の 布 薩 の 日 とす る4).ま た これ は 「釋 尊 の 入 滅 の 年 」

で あ る5).

要 す るに 南 方 上座 部 の ア ッ タカ ター に よれ ぼ,釈 尊 がBeluva村 の雨 安 居 を終 え

て か らKusinaraに 向 け て 出 発 す る まで の 間 に舎 衛 城 か ら王 舎 城 ま で一 回 りさ れ,

そ の 間 に舎 利 弗 ・目連 の 入滅 を位 置 づ け るの で あ る.

『増 壹 阿含 經 』 の 傳 承 以 下 に 『増 壹 阿含 經 』26-9(大 正藏2,PP.639a-643a)の 傳

承 を見 る.

舎 衛 城 の 祇 園 精 舎 に い た釋 尊 が 舎 利 弗 ・目連 と とも に王 舎 城 に赴 き,竹 林 精 舎

(迦蘭 陀 竹 園)で 雨 安 居 に 入 る.目 連 が 王 舎 城 で 執 杖 梵 志 に襲 撃 され,舎 利 弗 に

自身 が 涅 槃 に入 る こ とを傳 え る.舎 利 弗 は釋 尊 の も とに行 き,自 身 が先 に入 滅 す

る許 しを得 る.そ れ か ら舎 利 弗 は 「本 生 之 處 」 で あ る摩 痩 國 に赴 き6),入 滅 す る.

舎 利 弗 の 滅 後,そ れ を看 取 っ た チ ュ ン ダ沙 彌 が舎 利 を も た ら して 阿難 と釋 尊 に舎

利 弗 の 入 滅 を 傳 え る.目 連 も釋 尊 に許 し を得 て,王 舎 城 か ら本 生 庭 の 摩 痩 村 に

行 っ て 滅 度 す る.釋 尊 は500人 の 比 兵 と と もに 王舎 城 か ら那 羅 陀村 へ 至 り,露 地

に 坐 っ て舎 利 弗 と 目連 を悼 む説 法 を す る。

目連 と舎 利 弗 が 「久 しか らず 世 尊 が 般 涅 槃 を取 るの を見 る に忍 び な い 」 と述 べ

て い る こ とか ら釋 尊 の 入 滅 が 近 い こ とを伺 わ せ る.パ ー リの 「涅 槃 經 」 で釋 尊 が

王 舎 城 か らNalandaに 至 る こ と と關 係 が あ る とす れ ぼ,こ れ は 涅 槃 經 の遊 行 の 出
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發 直 前 に舎 利 弗 ・目連 の入 滅 を位 置 づ けた もの と捉 え る こ とが 可 能 で あ る.

『根 本 有 部 律 雜 事 』 の 傳 承 『根 本 有 部 律 雜 事 』(大 正藏24,pp,287a-)に 以 下 の記

事 が 見 られ る7).

舎 利 弗(舎 利 子)と 目連(大 目連)が 無 聞 地 獄 に赴 き,そ こで 苦 しむ 道 の師 に

會 う.王 舎 城 に蹄 り 目連 が 地 獄 で見 聞 き した こ とを外 道 らに述 べ て死 に至 る暴 行

を 受 け る.舎 利 弗 は 目連 よ りも先 に入 滅 す る こ とを決 め て,世 尊 や他 の 長 老 に別

れ を告 げ て,侍 者 の チ ュ ン ダ沙 彌(求 寂 準 陀)を つ れ て 諸 比 兵 と とも に マ ガ ダ國

を 遊 行 してNalada(那 羅 陀:nalangda)村8)に 至 り,無 鯨 涅 槃 に 入 る.そ の後,

目連 は林 園 聚落(kasthavata-gramaka9):grong khyer shin thags can)で 入 滅 す る.チ ュ

ンダ 沙 彌 は舎 利 弗 の遺 骨 と衣 鉢 を持 っ て王 舎 城 に至 り,阿 難 と釋 尊 に舎 利 弗 の 入

滅 を傳 え る.釋 尊 は それ か ら王 舎 城 を 出發 して 舎 衛 城 の祇 園 精 舎(室 羅 伐 城 給 孤

濁 園)に 至 る.釋 尊 は給 孤 獨 に舎 利 弗 の遺 骨 を供 養 させ る.プ ラセ._.ナ ジ ト(勝

光)王,マ ッ リカ ー(勝 重 夫 人:'phrengldanma)ら も給 孤 濁 の とこ ろ をた ず ね て

供 養 す る.給 孤 獨 が 所 用 で 出 か けて い る間 に 門 を 閉 じた た め,供 養 に來 た 人 々 か

ら非 難 が 出 て,釋 尊 が 塔(竊 観 波:mchogrten)の 建 立 を 許 す 。

『雜 阿 含 經 』 と 『根 本 有 部 律 』 の傳 承 の 關連 こ こで 『雜 阿 含 經 』639に お い て

釋 尊 が 舎 利 弗 ・目連 の入 滅 を悼 む 地 が 「摩 偸 羅 國 ・跋 陀 羅 河 側 ・傘 蓋 菴 羅 樹 林 」

で あ る こ と に注 目 した い.釋 尊 が 「摩偸 羅 國 」 に滞 在 した とい う記 事 は 『雜 阿含

經 』 の以 下 の三 經 に見 出 され る.

『雜 阿含經』36(大 正藏2,p.8a-b):説 處 は 「摩偸羅 國跋提河側 傘蓋菴羅樹 園」.自 燈 明 ・

法燈 明を説 く.

『雜 阿含經 』604「 阿育王因縁經」(大 正藏2,p.165b):「 上座(耶 舎)答 日.佛 臨般涅槃 時

降伏 阿波羅龍 王.陶 師.旃 陀羅.瞿 波 梨龍.詣 摩偸羅 國.告 阿難 日.於 我般 涅槃後

百世 之中.當 有長者.名 盟 多.其 子名 日優波 堀多10).」

『雜 阿含經』640(大 正藏2,p.177b):「 爾 時世 尊告尊者 阿難 此摩偸 羅國.將 來 世當有商

人子.名 日掘 多.掘 多有子.名 優波掘 多」.Upagupta(優 波掘多)出 現 の予言.

この三 經 の 中,『 雜 阿含 經 』 の604と640の 「摩 偸 羅 國 」 は 明 らか にMathura國

の音 爲 で あ るが,『 雜 阿 含 經 』3611)の 「摩偸 羅i國」 は マ ガ ダ 國 内 のMatulaの こ と

で あ る と考 え られ る.こ の 『雜 阿含 經 』36に 対 応 す る 内容 の記 事 が 「根 本 有 部 律 」

の 「藥 事 」 に見 出 さ れ,『 根 本 有 部 律 藥 事 』(大 正藏24,p.37b)で は 「干 時世 尊:又到

摩 都 量 城.相 應 住 中.廣 説 其 事 同様 」 と示 され る の み で あ るが,Tib.譚 で は略 さ

れ ず に 「ma thu laのrab tu bzang ldan(=Bhadraka?)と い う名 の河 の 岸 に あ るslob

pa rnams(=?)の ア ー ム ラ林 」 とい う地 が 示 され て い る12).し か も この す ぐ前
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の記 事 で釋 尊 は マ ガ ダ 國 のKimbilaに 滞 在 して い る13).そ して 「自燈 明 ・法 燈 明 」

を説 くDN26'Cakkavattisihanada-s.'(vo1.Ⅲ,PP.58-79)の 説 処 が マ ガ ダ 國 のMacula

で あ る14).

とこ ろ で 『根 本 有 部 律 』 に は涅 槃 經 關 係 の 記 事 が二 種 あ り,一 つ は 『根 本 有 部

律 雜 事 』(大 正藏24,PP.382b-402c)の も の で,こ れ は梵 本 の涅 槃 經(MPS)(ed.Ernst

Waldschmidt,T.1-3,Berlin1950-1951)と ほ ぼ 一致 して い る.も う一 つ は 『根 本 有 部 律

藥 事 』(大 正藏24,pp,19b-)に 見 出 され る擬 似 涅 槃 經 記 事 とも呼 ぶ べ き もの で あ る.

こ こで の釋 尊 の 出 發 の動 機 はVaisaliの 疫 病 の 鎭 静15)とApalala(無 藁,阿 鉢羅 無

稻文)龍 王 の降 伏16)で あ る た め,阿 闇世 王 がVaisaliを 攻 略 せ ん と して い た とす る

發 端 を有 す る諸 涅 槃 經 とは異 な るが,釋 尊 の 道 程 お よ び事 績 が よ く一 致 す る.

王 舎 城 か ら出 発 して 竹 林 村 で の 雨 安 居 中 に病 にか か る(pp.29c-30a)ま で は梵 本

MPSと よ く一 致 し,こ こか ら釋 尊 はMithila(彌 替羅:)村 な ど に赴 い て い るが,再

び 涅 槃 經 の 道 筋 に戻 り,Papa17)(P.30c)を 經 てKusinagari(拘 那城)に 至 る.こ

こで釋 尊 は娑 羅 雙 樹 を 指 差 しなが ら阿難 に 「久 しか らず して この林 の 下 で 般 涅 槃

す るで あ ろ う」 と告 げ るが(p.31b),し か し釋 尊 は こ こで 入 滅 せ ず に処 々 に 遊 行

し,摩 都 量 城(一Matula)に お い て 「自燈 明 ・法 燈 明 」 を説 く段 に至 る18).こ の か

な り後 に 『雜 阿含 經 』604に も示 さ れ るApal巨la龍 王 な ど の 降 伏(pp.40c-),そ し

てMathura(1土 羅 末 土羅)に お け るUpagupta(近 密)出 現 の 予 言(p.41c)が 語

られ る.た だ しこ の遊 行 の 結 末 は は っ き りせ ず,ど の よ うに釋 尊 の入 滅 に接 続 す

るの か全 く不 明 で あ る.

こ こに は舎 利 弗 ・目連 の 入 滅 は語 られ て い な い が,『 雜 阿 含 經 』639に お いて 釋

尊 が舎 利 弗 と 目連 の 入滅 を惜 しむ 地 がMatulaと され るの は この 記 事 と無 關 係 で は

な い と思 わ れ る19).こ の 推 測 が 妥 當 で あ る な ら,有 部 系 の傳 承 は涅 槃 經 の遊 行 を

Kusinagariよ り先 に 引 き伸 ぼ し,釋 尊 入 滅 ま で の 問 に舎 利 弗 ・目連 の 入 滅 を 位 置

づ け た よ うに 思 わ れ る.

ま とめ 南 方 上 座 部 の舎 利 弗 入 滅 傳 承 の無 理 は,パ ー リの涅 槃 経 中 に舎 利 弗 が

登 場 す る こ とが そ の最 た る因 と思 わ れ る.北 伝 系 の 涅 槃 經 に は舎 利 弗 が 登 場 し な

い た め,舎 利 弗 入 滅 の 時 期 を涅 槃 經 と關 連 づ け る必 然 性 は皆 無 で あ る.そ れ に も

か か わ らず 『増 壹 阿含 經 』 や 「根 本 有 部 律 」 の傳 承 に涅 槃 經 との 關連 が 垣 間 見 え

て い る こ とに は注 意 を 払 う必 要 が あ ろ う.詳 細 な検 討 は後 を待 ち た い.

以 上 に示 した諸 傳 承 の 異 同 を表 で 示 せ ぼ 以下 の よ うに な る.
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1)Dighanikaya(DN)15(vol.II,p.81).こ の 記 事 は 諸 涅 槃 経 の 中,パ ー リ だ け に 存 す る.

北 伝 系 で は 舎 利 弗 は 登 場 し な い.な お 同 様 の 舎 利 弗 の 獅 子 吼 はDN28(vol.III,

pp.99-116),『 長 阿 含 經 』 「自 歓 喜 經 」(大 正 藏1,p.76b-79a),『 信 佛 功 徳 經 』(大 正 藏11,

p.255a-258a),SN47-12(vol.V,pp.159-161),『 雜 阿 含 經 』(大 正 藏2,pp.130c-131a)に も

記 述 が あ る.

2)cf..ノataka522(vol.V,PP.125-127),Dhammapada言 主(vol.III,PP.65-67).

3)Sv(vol.II,PP.549-554)とSpk(vol.III,P.212-221).後 者 はSN47-13の 註 釋.内 容 は ほ

ぼ 同 様 で あ る.

4)Spk(vol.III,p.225).な おJataka95(vol.1,p.391)に よ れ ぼ 目連 の 入 滅 はkattika月 の 黒

分 で あ る.

5)Spk(voLIII,p.213):katarasmim kale ti? bhagavato parinibbanasamvacchare.

6)「 摩 痩 」 の 原 語 は 不 明 で あ る.舎 利 弗 の 生 地 に つ い て は 『根 本 有 部 律 出 家 事 』 で は

「那 羅 村 」(大 正 藏23,P.1022b)と さ れ,Mahavastu(Mvu)(ed.EmileSenart,3vols.,Paris

l882-1897,vol.III,P.56)で は`Nalandagramaka',Anguttaranikaya註(vol.1,p.155)で は

`
upatissagama'と さ れ る.根 本 有 部 律 梵 本 のPravrajyavastuのr簡 で は`Nalada-gramaka'

で.あ る.cf.Claus Vogel and K1aus Wille,'Some More Fragments of the Pravrajyavastu

Portion',Sanskrit-Texte aus dem buddhistischen Kanon:Neuentdeckeungen uad Neueditionen,

Zweite Folge,Gottingen,1992,p.95.

7)Tib.北 京 版bka'gyur'dul ba,De224b/1-233a/6.た だ し漢譯 と チ ベ ッ ト譯 は か な り異 な っ

て い る.部 分 的 に は 漢 譯の 方 が 詳 細 を 述 べ る.今 は 漢 譯 に 從 っ て 梗 概 を 示 す.

8)Tib.譯 はnalangdaに つ く る.し か し注6を 参 照 の こ と.

9)「 林 園 聚 落 」 は 『根 本 有 部 律 出 家 事 』(大 正 藏23,P.1023c)に も 見 られ,そ の 箇 所 に 封

應 す る 梵 本斷 簡 か ら 原 語 を 確 認 で き る.ClausVogel　 and Klaus Wille.op.Clt.,p.81.

10)こ れ に 対 応 す る 記 事 と し て はDivy 26,Pamsupradhanavadana(p.348)にyadabhagavan

parinirvanakalasamaye'palalanagam viniya kumbhakarim candalim gopalim ca tesam mathuram

anupraptahと あ り,ま た 『阿 育 王 傳 』(大 正 藏50,p.102b),『 阿 育 王 經 』(大 正 藏50,p.135b,』

149b)に も 同 様 の 記 事 が あ る.ま た 『阿 育 王 經 』(大 正 藏50,p.150a)に は 「是 時 世 尊 以

法 藏 付 摩 詞 迦 葉 及 天 帝 釋 四 天 王 等 寛.復 往 摩 偸 羅 國.如 是 次 第 至 拘 那 城 娑 羅 雙 樹 問.
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告 阿 難 言.涅 槃 時 至 」 とあ る.

ll)な お この 經 はS/>22-43(vol.III,pp .42-43)に對 應 す る.そ こで は説 處 を舎 衛 城 とす る.

12)北 京 版bka"gyur,dul ba, Ge92a/6-7:sang rgyas bcom ldan'das ma thu la na'bab chu

rab tu bzang ldan zhes bya ba'i'gram slob pa rnams kyi a mra'i tshal na bzhugs so .因 み にTib.

律 にお け るMathuraの 譯 語 は`bcombrlag'で あ る.

13)漢 譯 は 「重 毘羅 聚 落 林 」 とす るが 「金 毘 羅 」 の 誤 りで あ ろ う.こ こで 説 か れ る内 容

は 漢 譯 で は 略 され て い るが,Tib.譯 の 内容 は 『雜 阿含 經 』813(大 正 藏2,p.208c)とSN

54-10(vo.V,p.322)が 対 応 す る.

14)『 長 阿 含 經 』6「 轄 輪 聖 王 修 行 經 」(大 正 藏1,p.39a-42b)で は 「摩 羅 醯 捜 」 の 「摩 樓

國 」 とさ れ る.な お釈 尊 が 「自燈 明 ・法 燈 明 」 を 説 くの は そ の 入 滅 に あ た っ て の こ と

と思 わ れ るた め,こ の 經 もそ れ を 予 想 せ しめ る.

15)・ 阿 闍 世 王(ま た は ビ ン ビ サ ー ラ王)の 請 い に よ り,王 舎 城 で 雨 安 居 に入 ろ う と して

い た 釋 尊 が 疫 病 を鎭 め るた め にVaisaliに 赴 く記 事 は諸 所 に 散 見 され る.王 を 阿 闇 世 と

す る も の は 『増 壹 阿 含 經 』38-11(大 正 藏2,pp.725b-728a),『 菩 薩 本 行 經 』(大 正3,

pp.116c-120c),『 除 恐 災 患 經 』(大 正 藏17,pp.552a-557b)で あ り,ビ ン ビサ ー ラ とす る

もの はMvu(vol.1,PP.253-301),Suttanipata註(vol.1,P.278),Dhammapada註(vol.III,

PP.436-449)の も ので あ る.

16)『 根 本 有 部 律 槃 事 』(大 正 藏:24,p.21c)に お い て 阿 闍 世 王 が 釋 尊 にApalala龍 王 の 調

伏 を願 い 出 て い る.こ の こ とは 少 な く とも この 龍 王 が 調 伏 され る(pp。40a一)ま で は一

連 の 物 語 で あ る こ とを 示 す た め,重 要 で あ る.

17)Tib.譯 に よ る.漢 譯 は 「彼 城 」。

18)こ の 記 事 の 直 前 に釋 尊 が 「一 邊 地 聚 落 」 に お い て 目連 を遣 わ して,目 連 の 舅 を 教 化

させ る段 が あ り,そ こ まで は 目連 が 生 存 して い る こ と にな る.

19)ま たMvu(vol.1,pp.253-301)に 記 述 され るVaisaliの 疫 病 の 物 語 がAmrapaliの アー ム

ラ林 の 布 施 へ とっ な が る こ と も,こ の 擬 似 涅 槃 經 記 事 と涅 槃 經 との 関 連 を示 唆 す るか.

20)た だ し,釋 尊 が 那 羅 陀村 で塔 の 建 立 を指 示 した こ とは 明 らか で あ る が,塔 が 那 羅 陀

村 に 建 立 され た と は明 記 され て い な い.

21)舎 利 弗 の 入 滅 につ い て 記 さな い た め こ こで は取 り上 げな か っ た が,『 鼻 奈 耶 』(大 正

藏24,PP.857c一)が,目 連 の 撲 殺 事 件 の際 の 釋 尊 の 所 在 を 「舎 衛 國 ・祇 樹 給 孤 獨 園 」 と

す る.

〈キ ー ワー ド〉 舎 利 弗,目 連,涅 槃 経

(東洋 大 学 非 常勤講 師,博 士(文 学))
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its, probably carved between the 2nd and 3rd centuries in Mathura, where 

the Sarvastivada school was influential. 

71. The Newari Buddhist Manuscripts copied by Ratnamuni Vajracarya in 
Lhasa, Tibet 

Kazumi YOSHIZAKI 

The Asha Archives (Asha Saphu Kuthi) in Nepal has a collection of San-

skrit and Newari manuscripts about 5,300 in number. In this collection, ac-
cording to the colophons, I discovered 37 mss. commissioned by Newari 

traders or artisans who had lived in Tibet (Yoshizaki, "The Modern Newari 

Buddhist Manuscripts copied in Tibet from the Collection of Asha Saphu Kuthi, 

Kathmandu, Nepal," forthcoming). Of these mss., 6 or 7 mss. were copied by 

Ratnamuni Vajracarya in Lhasa. In the first half of his life he was a priest of 
Sikhamu Baha (Tarumula Mahavihara) of Kathmandu, and he copied 2 mss. 
dated Newari Samvat 983 and 991. But in his later life, between Newari 

Samvat 991 and 1001, he proceeded to Lhasa to engage in the business of 

trade with Tibet. And at least for 12 years he stayed in Lhasa, keeping his 

habit of copying Buddhist mss. as in the Kathmandu days. Then it seems 
that later in Lhasa he changed his position from businessman to priest for 

the Newari merchants in Lhasa (Yoshizaki, "The Vajracaryas in the Newari Mer-
chant Associations in Tibet [Palas]," forthcoming). He was one of the typical men 
who intended to maintain the Newari culture in Tibet. 

72. The Traditions Related to the Parinibbana of Sariputta 

Shogo IWAI 

In the Nikayas and the Chinese Agamas it is a fixed tradition that Sariput-

ta and Mahamoggallana, the two great disciples of Sakyamuni, entered pa-
rinibbana earlier than their Teacher. But it is not clear how long before the 

Teacher's parinibbana this took place. For example, according to the Pali tra-

dition, Sariputta actually appears in the Mahaparinibbanasuttanta; therefore
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it is necessary that Sariputta's death should have taken place on the way of 
Buddha's last journey from Rajagaha to Kusinara. But in one of the suttas of 

Samyuttanikdya Sakyamuni is informed of Sariputta's death when he stays in 

Savatthi, which he does not visit on his last journey. Although the commen-
tator avoids this contradiction by assuming a lacuna in the description of the 
Mahdparinibbanasuttanta, we can hardly accept this idea. 

This paper intends to clarify the various intricate traditions related to the 

death of Sariputta found in the Pali scriptures and its commentaries as well 
as the Northern traditions i.e. those of Samyuktagama, Ekottardgama and 

Mulasarvdstivadavinaya. 

73. A Study of the Kdrandavyuha: differences between the Mette edition 

and the Samasrami edition 

Ruriko SAKUMA 

The Mette edition of the Kdrandavyuha presents differences between the 

Gilgit Manuscripts and the Samasrami edition (reprinted in the Vaidya edition). 
This paper focuses on the stories about the six-syllable formula (om manipad-

me hum) and the mandalas about Avalokitesvara in those editions, and points 

out that as far as the discussed portions are concerned, the latter edition 

seems to present a more stressed expression of the six-syllable formula and 
more tantric aspects than the former. 

74. "netti" and the "Nettipakarana" 

Ken'ichi FURUYAMA 

In this short article, I treat the discussion between Arabinda Barua and 

Bhikkhu Nanamoli concerning the positioning of the Petakopadesa and Net-
tipakarana. Arabinda Barua said that the Nettipakarana is earlier than the 

Petakopadesa because the word "netti" appears in the Petakopadesa. He 

considered the word "netti" to indicate the Nettipakarana. To this claim, 
Bhikkhu Nanamoli said that the word "netti" is a noun, not a proper name.

1275


